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1. エグゼクティブサマリー 
本レポートは、日本の知財市場で注目を集める 4 つの AI 駆動型特許文書作成支援サービ

ス、すなわち「TOKKYO.AI」、「AI Samurai」、「アッピアエンジン（Appia 
Engine）」、および「ユアサポ AI（Yuasa Support AI）」について、専門家向けに詳細な

比較分析を提供する。これらのサービスは、特許調査、明細書ドラフティング、審査シミ

ュレーション、戦略分析といった知財業務の効率化と高度化を目指している。 

TOKKYO.AI は、セキュアな「プライベート特許検索」環境と、独自の AI 技術と外部

LLM（ChatGPT-4o）を組み合わせたハイブリッドアプローチを特徴とする。広範な機能

（検索、生成、チャット、マッピング、マーケットプレイス）を提供し、大企業から特許

事務所、研究機関まで幅広いユーザー層をターゲットとした包括的な IP プラットフォー

ム戦略を追求している。セキュリティとユーザーエクスペリエンス（UX）への強いこだ

わりが、特に機密性を重視するユーザーにとって魅力的である。 

AI Samurai は、独自の AI アルゴリズムによる「審査シミュレーション」機能（新規

性・進歩性の ABCD ランク評価）を中核的な差別化要素としている。IP Landscape 検索

による網羅性とスピード、生成 AI（ChatGPT 連携）による高速な明細書ドラフト作成機

能も備える。弁理士である創業者による「知財立国の再興」というビジョンに基づき、中

小企業やスタートアップへのアクセス支援（「AI Samurai Slash」サービス、IT 導入補助

金活用）にも注力している。専門家の AI に対する信頼ギャップを埋めるための積極的な

取り組み（評価実験、法的確認、情報公開）も特徴的である。 

アッピアエンジンは、弁理士や特許事務所の実務家を明確なターゲットとし、特許明細書

作成の「スマートドラフティング」に特化したクラウドインフラとして設計されている。

AI アルゴリズム開発は行わず、外部の生成 AI（Azure OpenAI Service 経由の ChatGPT）
を効果的に活用するためのプロンプトチューニングと、特許実務に最適化された UI/UX、
ワークフロー機能（クレームツリー、案件管理、校正・中間対応機能（予定））の提供に

注力している。弁理士による開発チームとユーザーコミュニティとの連携によるアジャイ

ルな開発が特徴である。 

ユアサポ AI は、「ハイパー・パーソナライゼーション」を最大の武器とする。ユーザー

固有の過去の出願書類を AI が学習し、その文体や表現を模倣した文章を生成する（特許



出願中）。Microsoft Word アドイン形式で提供され、既存のワークフローへの影響を最

小限に抑える。データが AI モデルの再学習に使われず、生成物もローカル PC にのみ保

存されるという厳格なセキュリティポリシーも、機密性を重視するユーザーに訴求する。

比較的新しいサービスでありながら、パーソナライズとセキュリティという専門家の二大

懸念に正面から応える戦略をとっている。 

比較分析の要点として、各サービスは AI 技術の活用方法（独自開発 vs  外部連携 vs  ファ

インチューニング）、主要機能の焦点（検索 vs  シミュレーション vs  ドラフティング支援 
vs  パーソナライズ）、提供形態（プラットフォーム vs  Word アドイン）、そしてターゲ

ットユーザー層において明確な差異を示す。ROI に関しては、各社とも大幅な時間・コス

ト削減効果を主張しているが、検証可能な定量的データは限定的であり、利用率や導入目

的との適合性が重要となる。 

市場動向と将来展望では、LLM の進化、セキュリティとコンプライアンスの重要性向

上、そして AI ツールと専門家の協働モデルへの移行が主要なトレンドとして挙げられ

る。各社は機能拡張（分析能力強化、多言語対応、周辺業務サポート）やプラットフォー

ム化、海外展開などを計画しており、市場は専門特化型ツールと包括的プラットフォーム

が共存・競争する形で発展していくと予想される。 

推奨事項としては、導入を検討する組織は、自社の具体的なニーズ（業務範囲、ワークフ

ロー、セキュリティ要件、予算）と各サービスの特性（技術的アプローチ、主要機能、提

供形態、価格）を照らし合わせ、無料トライアルやデモを通じて慎重に評価することが不

可欠である。AI ツールはあくまで支援者であり、専門家による適切な活用と監督が成功

の鍵となる。 

2. はじめに 
2.1. 背景：知財業務における AI 活用の潮流 

特許出願件数の増加と技術の複雑化に伴い、弁理士、企業知財部、研究開発部門などの知

財専門家は、業務効率の向上と戦略的価値の創出という二重の圧力に直面している 1。こ

のような状況下で、人工知能（AI）、特に生成 AI（Genera tive  AI）や自然言語処理

（NLP）技術は、特許ライフサイクルにおける様々な課題を解決する革新的なソリューシ

ョンとして急速に台頭してきた 3。先行技術調査の自動化、明細書ドラフト作成支援、権

利範囲分析、技術動向予測など、AI は従来人手に頼っていた多くのプロセスを高速化・

高度化する可能性を秘めている。日本市場においても、AI を活用した特許関連サービス

の開発・導入が活発化しており 3、知財 DX（デジタルトランスフォーメーション）の動

きが加速している 3。 



2.2. 本レポートの目的 

本レポートは、日本の知財市場において特に注目されている 4 つの AI 駆動型特許文書作

成支援サービス、すなわち「TOKKYO.AI」、「AI Samurai」、「アッピアエンジン

（Appia Engine）」、および「ユアサポ AI（Yuasa Support AI）」について、知財専門家

を対象とした詳細かつ客観的な比較分析を提供することを目的とする。各サービスの技術

的特徴、導入事例、サービス戦略、市場での評判、そして将来性を多角的に評価し、導入

検討や市場理解の一助となる情報を提供する。 

2.3. 分析方法 

本分析は、提供されたリサーチ情報（公開されている Web ページ、プレスリリース、技

術解説、事例紹介など）に基づいて行われる。ユーザーの要求（Query points 1-8）に従

い、各サービスの技術的特徴（使用 AI、アルゴリズム、機能）、企業導入事例（導入効

果、ROI 含む）、サービスの狙いと現状、専門家やユーザーからの評判、そして市場にお

ける位置づけと将来展望に焦点を当てる。分析は客観性を重視し、提供された情報源から

の事実に基づき、専門家の視点からその意味合いや示唆を考察する。 

3. サービスプロファイル：TOKKYO.AI  
3.1. 技術と機能性 

TOKKYO.AIは、独自の AI 技術と最先端の外部 LLM を組み合わせたハイブリッドなアプ

ローチを採用している点が技術的な基盤となっている。これは、自社開発の強みである検

索精度やセキュリティと、外部 LLM の持つ高度な生成・対話能力を両立させる戦略と考

えられる。 

● コア AI 技術: 生成 AI を活用しており、特に近年のアップデート（「Genesis」、

「Pulse」）では ChatGPT-4o を明示的に実装している 7。同時に、独自の AI 技術も

検索・分析に利用していると推測され、これは同社が言及するビッグデータ処理技術

「X システム」と関連している可能性がある 9。自然言語処理（NLP）技術が検索、

生成、チャット機能の根幹を支えている 7。このようなハイブリッド戦略は、外部の

技術革新を迅速に取り込みつつ、コアとなる検索機能やセキュリティ基盤においては

独自性を維持し、コントロールを確保することを可能にする。 
● AI 検索機能: テキストベースの「AI 検索」を提供し、短い入力文でも高い精度での

検索が可能であると主張している。これは「ULTRA」アップデートによって強化され

た 7。ユーザーが特定のキーワードに「重み付け」を行うことで、検索結果を意図に

合わせて調整する機能も搭載されている 11。商標調査向けには「AI イメージ検索」機

能も提供する 7。初期段階の特許調査を 10 秒で完了できるという効率性もアピール

されている 12。 



● AI 生成機能: 「生成 AI」機能により、特許明細書の自動作成を支援する。これは、ス

ムーズな出願サポートや専門家が作成する際のファーストドラフトとしての利用を想

定している 7。ChatGPT- 4o と連携した可能性のある「生成 AI Plus」は、出願依頼文

書の作成などを支援する 8。 
● チャットインターフェース: 「ChatTokkyo AI」を通じて、AI と対話しながら特許情

報を検索・分析できる 7。この機能は、文献の要約、権利範囲の解説、変形例の提

案、複数特許の比較、競合技術分析などをサポートする 14。 
● セキュリティと環境: 「プライベート特許検索®」というコンセプトを強く打ち出し

ている。これは、企業の戦略情報と直結する検索履歴や分析結果といった機密データ

を社外に出さず、企業専用の環境内で安全に特許調査を行えることを保証するもので

ある 9。このセキュリティと機密保持への強いコミットメントは、特に研究開発情報

の漏洩を懸念する大企業や機密性の高い技術を扱う組織にとって、重要な採用決定要

因となり得る。他のツールもセキュリティには言及しているが、TOKKYO.AI はこれ

をブランド化（®マーク使用）し、繰り返し強調することで、明確な競争優位性とし

て位置づけているように見受けられる 11。 
● その他の機能: 特許マップや引用マップの自動生成 11、弁理士検索機能 16、知財取引

プラットフォーム「IP マーケットプレイス」17、データコマース機能 19 など、多岐に

わたる機能を提供している。 

3.2. 導入とインパクト 

TOKKYO.AIは、特許事務所から大学、企業の知財部、新規事業部門まで、幅広いユーザ

ー層と多様なユースケースに対応することを目指している。 

● ターゲットユーザー: 特許事務所・弁理士、大学・研究開発機関、企業知財部、新規

事業創出部門が主なターゲットとして挙げられている 20。さらに、製造業、物流業、

EdTech、電子デバイス産業など、特定の業界向けのソリューション提供も示唆され

ている 13。 
● ユースケース: 先行技術調査、新規性調査、競合他社分析、技術動向分析、自社技術

の用途探索、明細書作成支援（ファーストドラフト、依頼文書作成）、研究開発部門

と知財部門の連携強化など、IP ライフサイクルの広範な段階で活用されている 8。 
● 報告されている効果: 導入事例からは、顕著な時間削減効果（例：初期調査 10 秒 12、

出願依頼文書作成時間 90%削減 8、特許出願プロセス 50%短縮 13、全般的な調査・分

析時間の短縮 12）が報告されている。コスト削減効果も強調されている 12。また、ク

ライアント向けレポートの品質向上や分かりやすさの改善 20、研究開発部門と知財部

門間のコミュニケーション効率化 13、戦略的な意思決定支援 11 など、質的な効果も挙

げられている。 
● ROI（投資対効果）: 具体的な ROI 数値の提示は少ないものの、大幅な時間・コスト



削減効果は高い ROI を示唆している 8。ある特許事務所の事例では、月額 7,0 0 0 円

という価格設定（過去の事例または特定プランの可能性あり）が、従来のツールと比

較して非常にリーズナブルであり、価値提案を強化していると述べられている 20。 
● 広範な適用性: 多様なユーザー（弁理士、研究者、事業開発担当者）や業界を対象と

した事例が存在することは、TOKKYO.AI が単なるドラフティングツールではなく、

初期調査から戦略分析まで、IP ライフサイクル全体をカバーする包括的な IP インテ

リジェンスプラットフォームを目指していることを示唆している 13。 

3.3. 戦略と現状 

TOKKYO.AIは、「知財の大衆化」と「知価経済社会への貢献」を掲げ、親会社であるリ

ーガルテックグループと共に日本の「知財 DX」をリードすることを目指している 3。 

● 市場目標: 包括的な AI 知財プラットフォームとしての地位確立を目指している。検

索、生成、チャット、マーケットプレイス、弁理士検索、データコマースといった多

様な機能を統合することで 16、単なるポイントソリューションではなく、知財専門家

のワークフローの大部分をカバーするエコシステムの構築を狙っていると考えられ

る。 
● 製品開発: 「ULTRA」、「Echo」、「Genesis」、「Pulse」といった名称付きのアッ

プデートを頻繁にリリースしており、市場トレンド（最新 LLM の統合など）への迅

速な対応と積極的な機能開発が行われていることを示している 7。 
● 価格設定: 無料の基本検索機能を提供し、高度な AI 機能は有料プランで提供するフリ

ーミアムモデルを採用している 7。月額 15,000 円のキャンペーン価格（通常価格は

月額 20,000 円予定）は、積極的なユーザー獲得戦略を示唆している 14。過去の事例

で月額 7,000 円という価格が言及されていることから 20、複数の価格帯や過去の料

金設定が存在した可能性もある。 
● パートナーシップと連携: 親会社であるリーガルテックグループとの連携 17 に加え、

国連 WIPO の環境技術プラットフォーム「WIPO GREEN」へのパートナー参画は、

環境技術分野への貢献と SDGs へのコミットメント、そしてグローバルな認知度向

上への意欲を示している 17。セミナー開催や情報発信も積極的に行っている 19。 

3.4. 評判とユーザーフィードバック 

提供された情報からは、特に弁理士からの直接的なレビューは少ないものの、導入企業や

ユーザーからは肯定的な反応が得られている。 

● ユーザーフィードバック: 導入事例では、導入後にクライアントからの反応が良くな

った、UI が改善された、効率が向上した、レポートの質が上がったといった肯定的

な声が報告されている 20。 



● 専門家への配慮: 弁理士検索機能の提供 16 や、特許事務所向けの導入事例紹介 20  は、

専門家コミュニティのニーズを意識していることを示している。また、ツール自体が

専門家（弁理士など）とのコミュニケーションを円滑にするための支援ツールとして

も位置づけられている 11。 
● ポジショニング: 「AI 特許ツール」や「AI 知財システム」として紹介されており 9、

検索機能と生成・分析機能の両方を包含するツールであることを強調している 25。 
● ユーザーエクスペリエンス（UX）重視: ある導入事例で、従来のツールの UI が「20

年前にタイムスリップしたみたいだ」とクライアントに評されたのに対し、

TOKKYO.AI のモダンな UI が評価されたという逸話は 20、UX と直感的なデザインが

重要なセールスポイントであることを示唆している。これは、レガシーシステムに不

満を持つユーザー層への訴求力を高める狙いがあると考えられる。ChatTokkyo のよ

うな対話型インターフェース 14 や、パテントマップの容易な作成機能 11 も、強力な

AI 機能をアクセスしやすく、使いやすいものにするための意図的な設計努力の表れ

であり、専門家以外も含めた幅広いユーザー層の獲得障壁を下げることに寄与してい

る可能性がある 27。 

4. サービスプロファイル：AI Samurai  
4.1. 技術と機能性 

AI Samurai は、独自の AI アルゴリズムと外部の生成 AI 技術を組み合わせ、特に特許性

評価（審査シミュレーション）に強みを持つサービスである。 

● コア AI 技術: 独自の AI アルゴリズム（単語や文書の類似度を計算するベクトル空間

表現、ユーザーフィードバックによる精度向上ループ、クラスタリング、グラフ分析

など）を基盤としている 28。これに加えて、外部の生成 AI 技術（Azure OpenAI 
Service 経由の ChatGPT）も活用している 30。アルゴリズムは高頻度で改良されてお

り、継続的な精度向上が図られている 28。 
● 検索と分析: 「IP Landscape」検索機能を備え、高速かつ網羅的な調査を可能にする

と主張している 31。類似文献の評価機能も提供する 31。検索アルゴリズムは、キーワ

ード検索、概念検索、グラフ分析を組み合わせて関連性の高い文献をランク付けする 
29。 

● 審査シミュレーション: AI Samurai の際立った特徴は「審査シミュレーション」機能

である。これには、AI による類似文献評価や国際特許分類（IPC）の推定・評価が含

まれる 31。さらに、入力された発明内容と類似文献とのマッチングに基づき、新規

性・進歩性を ABCD の 4 段階でランク付けする機能を提供する。このランク付け

は、審査官の思考プロセスを模倣するように設計され、社内の弁理士が構築したデー

タベースで学習・調整されている 29。この機能は、単なる先行技術調査を超えて、出



願前に特許登録の可能性を予測的に評価するという、他サービスにはない独自の価値

を提供するものと言える。 
● AI 文書作成: 「WRITING by AI」または「AI 特許作成」と呼ばれる機能を提供し、生

成 AI を用いて類似文献を参照しながら約 3 分で明細書ドラフトを自動生成する 30。

この機能は、弁理士法との整合性についてグレーゾーン解消制度により適法性が確認

されている 33。 
● バージョン管理: アルゴリズムが高頻度で更新されることを踏まえ、各検索結果に使

用されたアルゴリズムのバージョンを表示し、更新時にはユーザーに通知する仕組み

を採用している 29。これは、結果の再現性や経時的な比較を可能にするための透明性

確保の試みであるが、同時に、基盤となる AI 技術が動的であり、長期的な結果の一

貫性維持には課題がある可能性も示唆している。これは AI 技術全般に共通する課題

でもある 35。 

4.2. 導入とインパクト 

AI Samurai は、大企業から中小・スタートアップまで幅広い層をターゲットとし、特に

コスト削減と時間短縮効果を強調している。 

● ターゲットユーザー: 大企業、中小企業（SME）、スタートアップ、個人発明家ま

で、広範なユーザー層を対象としている 36。 
● ユースケース: 先行技術調査、特許性評価（審査シミュレーション経由）、明細書ド

ラフティング、無効資料調査（AI Samurai Slash 経由）、知財戦略マッピングなど、

多岐にわたる 29。 
● 報告されている効果: 大幅なコスト削減（最大 40%削減を主張 28）と時間短縮（先行

技術調査が数週間から数分へ 39、弁理士による評価実験で平均 9.5 時間から 1.2 時間

へ短縮 40）が主な導入効果として挙げられている。業務効率と品質の向上も期待され

る 36。特に中小企業やスタートアップにとっては、特許取得のハードルを下げる効果

がある 37。 
● ROI（投資対効果）: 「最大 40%のコスト削減」という具体的な主張 31 や、導入費用

の半額（最大 150 万円）が補助される「IT 導入補助金」の対象ツール認定 38 は、明

確な ROI の根拠となる。大幅な時間短縮効果も、人件費削減や開発期間短縮を通じ

て ROI に大きく貢献する 40。 
● アクセシビリティ向上戦略: ソフトウェアの直接導入に躊躇する企業や、より低コス

トでの利用を希望する層向けに、専門家が代わりに調査を行う「AI Samurai Slash」
サービスを提供している点 37、そして IT 導入補助金を活用できる点 38 は、AI 技術へ

のアクセス障壁（使い勝手とコスト）を低減し、市場リーチを拡大するための戦略的

な取り組みと言える 1。 



4.3. 戦略と現状 

AI Samurai は、弁理士である創業者の強いリーダーシップのもと、「知財立国の再興」

という大きなビジョンを掲げ、技術開発と市場啓蒙を両輪で進めている。 

● 市場目標: 「知財立国の再興」をミッションに掲げ 42、特許調査から権利化、戦略立

案まで、知財ライフサイクル全体を支援し、誰もが容易に特許を活用できる「知財の

民主化」を目指している 39。 
● 製品開発: 初期製品「IP Samurai®」から現在の「AI Samurai ONE」へと進化してきた 

31。生成 AI の統合など、積極的に技術開発を進めている 30。開発には大阪大学や北陸

先端科学技術大学院大学との産学連携も活用している 42。 
● 資金調達と組織体制: ベンチャーキャピタルからの資金調達に成功している 47。創業

者は弁理士資格を持つ 34。近年、コーポレートガバナンス強化を目的とした経営体制

の変更も行われている 49。 
● 法制度・市場への関与: AI 特許作成機能についてグレーゾーン解消制度を活用し適法

性を確認するなど 33、法制度との整合性に積極的に取り組んでいる。AI と知財に関

する法的課題について解説を行うなど 44、市場啓蒙にも力を入れている。他社サービ

ス（Cotobox）との連携 39 や、ホワイトペーパー公開による DX 推進支援 48 も行っ

ている。JEITA ベンチャー賞、グッドデザイン賞、千代田ビジネス大賞など、複数の

受賞歴を持つ 34。 
● 創業者主導のビジョン: 企業の戦略やメッセージングは、弁理士である創業者の個人

的なビジョン（日本の競争力強化、知財アクセスの民主化など）に強く影響されてい

るように見受けられる 41。これは、単なる商業的成功を超えた目標設定や、中小企

業・スタートアップへの注力 37、製品機能（審査シミュレーションなど）、市場への

関与の仕方（法的論点への言及、DX 推進）に表れていると考えられる。 

4.4. 評判とユーザーフィードバック 

弁理士による評価実験で肯定的な結果が得られている一方、当初は専門家からの心理的な

抵抗もあったことが示唆されている。 

● 専門家評価: 弁理士 3 名による評価実験では、先行技術調査時間が大幅に短縮される

という肯定的な結果が得られている 40。創業者が弁理士であることも、専門家コミュ

ニティにおける信頼性向上に寄与している可能性がある 48。 
● ユーザーの認識: 開発初期には、AI に対する専門家の不信感や対抗意識といった心理

的障壁が導入の課題であったことが認識されている 1。これに対し、同社は UI 改良や

サポート資料の提供などを通じて克服を図ってきた 1。 
● 市場認知度: 各種受賞歴 34 や、「AI vs 弁理士」といった対決イベントへの参加 51 

は、サービスの認知度向上と市場での評価形成に貢献している。 



● 信頼構築への取り組み: AI Samurai は、専門家の懐疑論という課題 1 に、評価データ

の提示 40、法的妥当性の確認 33、コミュニティとの対話 50  といった多角的なアプロー

チで積極的に対応している。これは、AI の潜在能力と実務現場のニーズとの間のギ

ャップを埋め、保守的になりがちな知財専門家層との信頼関係を構築しようとする戦

略的な動きと解釈できる。 

5. サービスプロファイル：アッピアエンジン (Appia Engine)  
5.1. 技術と機能性 

アッピアエンジンは、特許明細書作成業務に特化し、外部の生成 AI を効果的に活用する

ための「インフラ」となることを目指している。 

● コア AI 技術: 外部の生成 AI、具体的には Microsoft Azure OpenAI Service を通じて

提供される ChatGPT を文書生成のエンジンとして利用している 52。自社で独自のコ

ア AI アルゴリズムを開発する方針は明確に否定しており 56、特許実務の特定タスク

に合わせたプロンプトのチューニングに注力している 53。この戦略は、AI 技術開発

そのものではなく、弁理士のワークフロー最適化にリソースを集中させることを可能

にするが、一方で基盤となる AI プロバイダー（Azure/OpenAI）への依存を生む。 
● ドラフティング支援: サービスの中核は、特許明細書の「スマートドラフティング」

支援である 57。主な機能として、請求項（クレーム）の作成支援、明細書導入部（背

景技術、課題、解決手段、効果）の生成、実施形態（特に情報処理系のシステム構成

やフロー説明）の生成、要約書の作成が挙げられる 52。作成されたクレームはツリー

形式で可視化・管理できる 60。 
● 統合と UI: 特許明細書作成に最適化された独自のユーザーインターフェース（UI）を

持つクラウドサービスとして提供される 62。Word のようなリッチテキスト編集機能

も備えている 60。ChatGPT 機能はプラットフォーム内に統合されており、シームレ

スな利用が可能である 52。 
● 予定されている機能: 今後の開発計画として、明細書の校正機能（誤字脱字、符号重

複、表記ゆれ、先行詞チェック）、中間処理対応支援機能（拒絶理由通知に対するコ

メント、意見書、補正書の AI による生成支援）、UI デザインの刷新、過去の出願書

類を学習して文体を模倣する RAG（Retrieval-Augmented Generation ）技術の導

入、そして抵触性判定機能などが挙げられている 53。 
● セキュリティ: Azure OpenAI Service の利用規約に基づき、入力データが AI モデル

の再学習に使用されないことが保証されている 53。また、サービス提供企業として

ISMS（ISO27001）認証を取得しており 59、データは GCP（Google Cloud 
Platform）上に保存される 64。 

● AI の限界への言及: ドキュメントでは、現状の AI 機能の限界点についても率直に言



及されている。例えば、クレーム生成の精度は入力される発明提案書の質に依存する

こと、長文の実施形態を一括で生成するのは難しいことなどが述べられている 55。こ

のような現実的な期待値設定は、AI を万能ツールではなく、あくまで支援ツール

（「たたき台」）として位置づけるものであり、実務を理解する専門家ユーザーから

の信頼を得る上で有効と考えられる 55。 

5.2. 導入とインパクト 

アッピアエンジンは、主に弁理士や特許事務所の実務家をターゲットとし、明細書作成業

務の効率化に焦点を当てている。 

● ターゲットユーザー: 主な対象は弁理士および特許事務所の実務担当者である 52。 
● ユースケース: 特許明細書のドラフティング（請求項、導入部、実施形態、要約書）

とその関連業務（校正、中間対応（予定））に特化している 53。案件管理機能も提供

される 59。 
● 報告されている効果: 明細書作成時間の大幅な削減を目指している 59。効率化に加

え、品質や一貫性の向上も期待される 57。案件情報の一元管理にも貢献する 59。 
● ROI（投資対効果）: 主に時間削減と効率向上による間接的な ROI が期待される 59。

プロプランの価格（月額 25,000 円/ユーザー）66 を基に、削減できた時間から具体

的な ROI を算出することが可能である。 
● 弁理士中心の設計思想: 開発チームに弁理士や特許事務所経営経験者が含まれている

こと 59、ドラフティングワークフローへの深い理解に基づいた機能設計 55、弁理士が

登壇するユーザー会やセミナーの開催 54 などは、製品が弁理士特有のニーズや課題

解決に強くフォーカスしていることを示している。クレームツリー管理 60 や中間処

理対応支援（予定）53 といった機能は、弁理士のコア業務に直結しており、高いレベ

ルのドメイン知識が製品開発を駆動していることを裏付けている。 

5.3. 戦略と現状 

Smart- IP 社によって開発されたアッピアエンジンは、特許明細書作成の標準的なクラウ

ドインフラとなることを目指し、アジャイルな開発とユーザーコミュニティとの連携を重

視している。 

● 市場目標: 特許明細書作成のための標準的なクラウドベースのインフラとなり、スピ

ードと品質を向上させること 56。従来の Word ベースのレガシーな業務スタイルから

の脱却を支援する 67。 
● 製品開発: α 版、β 版（ver.ローマ）、ver.ナポリと、迅速なイテレーションで開発が

進められている 53。ChatGPT 連携の追加、UI 変更、新機能（校正、中間対応など）

のリリースが頻繁に計画・実行されている。ユーザーからのフィードバックを積極的



に収集し、製品開発に反映させている 53。このようなアジャイルな開発アプローチ

は、変化の速い AI 技術と実務家のニーズに迅速に対応し、プラットフォームをユー

ザーと共に進化させる戦略を示唆している。 
● 価格設定: フリーミアムモデルを採用。機能制限付きの無料プランと、月額 25,0 0 0

円/ユーザーのプロプラン（全機能利用可、ChatGPT 連携含む）を提供している 66。

初期費用は無料 66。 
● 企業情報: Smart- IP 株式会社によって開発・提供されている。同社は特許事務所での

実務経験を持つメンバーによって設立された 59。シードラウンドでの資金調達実績が

ある 65。特許明細書作成支援システムの他に、カスタムでの知財システム開発受託サ

ービスも提供している 70。 
● 市場展開: 現在は主に国内市場に注力しているが、韓国や中国など海外からの関心も

寄せられており、現地パートナーとの連携による海外展開も検討している 70。セミナ

ーなどを通じた積極的なプロモーション活動を行っている 57。 
● データポリシー: ユーザーがアップロードしたデータの著作権はユーザーに帰属す

る。Smart- IP 社は、サービス提供、品質向上、匿名化された分析以外の目的でデー

タ内容自体を利用することはないとしている 73。 

5.4. 評判とユーザーフィードバック 

ターゲットである弁理士層からは、セミナーやユーザー会を通じて肯定的な反応が得られ

ている。 

● ターゲット層からのフィードバック: ユーザー会やセミナーでは、特に弁理士から

「興味深い」「こんなツールがあったのか」といった好意的な反応が報告されている 
54。セミナーへの高い参加者数も関心の高さを裏付けている 65。 

● ポジショニング: 弁理士や知財実務家向けのツールとして明確に位置づけられてお

り、コアとなるドラフティング業務に焦点を当てている 52。 
● 信頼性: 開発チームの特許実務経験が、ターゲットコミュニティ内での信頼性向上に

貢献している 59。 
● コミュニティ形成: ユーザー会 54 や業界セミナーへの積極的な参加 57 は、製品を中心

としたコミュニティを形成し、ロイヤリティを高め、コアユーザー（弁理士）から直

接的なフィードバックを得るための戦略と考えられる。比較的小規模な知財専門家コ

ミュニティ内での口コミによる普及促進も期待できる。 

6. サービスプロファイル：ユアサポ AI (Yuasa Support AI)  
6.1. 技術と機能性 

ユアサポ AI は、ユーザー固有の文書スタイルを学習・再現する「ハイパー・パーソナラ



イゼーション」と、使い慣れた Word 環境への統合を技術的な核としている。 

● コア AI 技術: ユーザー（事務所や企業）が過去に作成した特許出願書類（請求項、

明細書など）を AI が事前に「学習」し、そのユーザー特有の文体、専門用語、表

現、構成を模倣する能力を最大の特徴としている 74。この「スタイル学習」機能は特

許出願中であり 74、一般的な生成 AI が出力する標準的な文章とは一線を画し、経験

豊富な専門家が感じる「AI っぽさ」や修正の手間を軽減することを狙っている。こ

れは、AI 導入における品質懸念、特に自身の確立されたスタイルを持つ専門家の抵

抗感を和らげるための重要なアプローチである。 
● 統合: Microsoft Word のアドインとして提供される。これにより、ユーザーは普段使

い慣れた Word のインターフェース内で AI 機能を利用でき、新たなソフトウェアの

習得やワークフローの大幅な変更を必要としない 74。この Word 中心のアプローチ

は、学習コストを最小限に抑え、Microsoft Office エコシステムに深く依存している

組織にとって導入障壁を著しく下げる効果がある。 
● 機能: 主な機能として、構造化された発明提案書の作成支援（課題、要約、構成、動

作、効果などの要素整理）、提案書に基づいた請求項の自動生成と編集支援、明細書

ドラフトの生成が挙げられる 77。また、特許文書作成に関する疑問点などをリアルタ

イムで質問できる AI アシスタント（チャットインターフェース）も搭載している 
77。 

● セキュリティ: データガバナンスと機密保持に最大限の注意が払われている。サービ

ス利用時に AI へ送信されるデータは、AI モデルの学習には一切使用されない。さら

に、生成された文書や入力データは、ユーザーのローカル PC 上の Word 文書内にの

み保存され、クラウド上には残らない設計となっている 74。この厳格なセキュリティ

ポリシーは、機密性の高い発明情報を扱うユーザーの懸念に直接応えるものである。 
● 予定されている機能: 将来的には、図面や先行技術文献の参照機能の統合、そして外

国出願を支援するための多言語対応機能の追加が計画されている 75。 

6.2. 導入とインパクト 

ユアサポ AI は、特許事務所や企業知財部をターゲットとし、文書作成の効率化だけでな

く、品質の均一化やコミュニケーション改善にも貢献することを目指している。 

● ターゲットユーザー: 特許事務所、弁理士、および企業の知財部門が主な対象である 
74。確立されたスタイルを持つ経験豊富な実務家から、専門的な文書作成経験の浅い

新人担当者まで、幅広く活用できるとされている 77。 
● ユースケース: 主に Word 環境内での特許出願書類（発明提案書、請求項、明細書）

の作成支援に焦点を当てている 77。発明者や弁理士間のコミュニケーションを円滑に

することも目的の一つである 74。 



● 報告されている効果: 特許出願書類作成時間を大幅に削減すると主張している（平均

約 50 %、最大 80 %の可能性も示唆）74。担当者による品質のばらつきを抑え、文書

の均一性と標準化を実現する効果も強調されている 74。これにより、社内承認プロセ

スがスムーズになったという声もある 74。また、発明内容の明確な言語化を助け、関

係者間のコミュニケーションを改善する効果も報告されている 74。単なる速度向上だ

けでなく、コミュニケーションの明確化や品質の均質化といった側面がユーザーによ

って評価されている点は注目に値する。これは、チーム内でのばらつきやレビューの

手間といった、管理者が直面する課題に対するソリューションとしての価値を示唆し

ている 74。 
● ROI（投資対効果）: 主に効率化による時間削減を通じて ROI が示唆される 74。品質

向上やコミュニケーション改善といった定性的な効果も、長期的にはエラー削減や手

戻り防止、承認プロセス短縮などを通じて ROI に貢献する可能性がある 74。 

6.3. 戦略と現状 

ユアサポ AI は、パーソナライズされた文書作成支援と厳格なセキュリティを両輪とし

て、知財専門家の業務負担軽減と戦略的活動へのシフトを支援することを目指している。 

● 市場目標: 単なる文書作成ツールに留まらず、将来的には知財戦略全体をサポートす

るプラットフォームへと進化することを目指している 75。知財専門家の負担を軽減

し、より戦略的な業務に集中できる環境を提供することを目的としている 77。 
● 製品開発: 2025 年 4 月に正式リリースされた比較的新しいサービスである 76。一部

の特許事務所での先行導入を経て、本格的な市場展開を開始した段階にある 76。今後

は図面・先行技術参照機能や多言語対応などの機能拡張が計画されている 75。 
● 価格・アクセス: 価格体系は公開されておらず、問い合わせが必要。正式リリースに

伴い、先着 10 社限定で、通常は有償となる事前 AI 学習を含む 2 週間の無料トライ

アルを提供している 75。 
● 企業情報: 株式会社ユアサポ（YourSup, Inc.）によって開発・提供されている。同社

は 2019 年に設立された 79。XTech Ventures や ANOBAKAなどのベンチャーキャピ

タルから資金調達を行っている 79。注目すべき点として、同社は過去にオンライン紛

争解決（ADR）サービスの提供も行っており 80、リーガルテック分野で複数の事業展

開に関心を持っている可能性がある。AI 特許文書作成への参入は、事業の拡大また

はピボット（方向転換）であり、異なるリーガルテック領域で培われた AI や NLP の

知見が活用されている可能性も考えられる。 
● データポリシー: AI モデルの学習にユーザーデータを使用せず、データはローカルに

保存するという明確なポリシーを掲げている 74。プライバシーポリシーでは、第三者

への情報開示条件（同意、業務委託、法令要請）が規定されている 83。サービス停

止・中断の条件も利用規約で定められている 84。 



● パーソナライゼーションとセキュリティの二軸戦略: ユアサポ AI の戦略は、出力の

パーソナライズ（スタイル学習）と堅牢なデータセキュリティ（再学習なし、ローカ

ル保存）という二つの柱に集約されるように見える。これらは、生成 AI に対する専

門家ユーザーの主要な懸念事項（品質/真正性と機密性）に直接対応するものであ

る。この組み合わせは、品質にこだわり、リスクに敏感な専門家層を獲得するための

鍵となる可能性がある。 

6.4. 評判とユーザーフィードバック 

正式リリースから日が浅いため市場での評判は形成途上であるが、先行導入ユーザーから

は肯定的な声が寄せられている。 

● ユーザーフィードバック: 提供されているユーザーの声（M 社知財部員、B 社 R&D
マネージャー、C 特許事務所弁理士）は、アイデアの言語化支援、コミュニケーショ

ン円滑化、効率向上、品質均一化、承認プロセス迅速化、Word 統合による導入の容

易さといったメリットを指摘している 74。 
● 市場での認識: 特許文書作成 AI 分野では比較的新しいプレイヤーであり 76、市場での

評価はこれから本格化すると考えられる。独自の「スタイル学習」機能が、市場でど

のように受け入れられるかが注目される。 

7. 比較分析 
4 つのサービスは、AI 技術の活用方法、機能の重点、提供形態、ターゲットユーザーな

どにおいて、それぞれ異なる特徴と戦略を持っている。 

7.1. 技術と機能性の比較 

● AI コア技術: 
○ TOKKYO.AI:  独自 AI（検索・分析）と外部 LLM（ChatGPT-4o、生成・チャッ

ト）のハイブリッド 7。 
○ AI Samurai:  独自 AI（検索・評価・シミュレーション）と外部生成 AI（ChatGPT

連携、文書作成）のハイブリッド 28。 
○ アッピアエンジン: 外部生成 AI（ChatGPT 連携）に依存し、プロンプトチューニ

ングと UI/UX に注力 53。 
○ ユアサポ AI: 外部生成 AI を基盤としつつ、ユーザーデータを用いたファインチュ

ーニング（スタイル学習）でパーソナライズ 74。 
○ 示唆: ハイブリッド型は自社技術の強みを活かしつつ最新 LLM を取り込めるが、

開発リソースが必要。外部依存型は開発速度を上げられるが、基盤 AI への依存

度が高い。ファインチューニング型はパーソナライズに優れるが、事前の学習デ



ータ準備が必要となる。 
● 主要機能: 

○ 検索: TOKKYO.AI が最も多機能（テキスト、画像、チャット）。AI Samurai はシ

ミュレーションと連携した検索。アッピアとユアサポは検索機能への言及が少な

く、ドラフティング支援が中心。 
○ 生成: 全サービスが明細書・請求項作成を支援。AI Samurai は速度（約 3 分）を

強調 31。ユアサポ AI はスタイル模倣が最大の特徴 74。アッピアエンジンは入力品

質への依存を認めている 55。 
○ 分析・シミュレーション: AI Samurai の審査シミュレーション（ABCD ランク）

が独自の強み 29。TOKKYO.AI は ChatTokkyo による対話型分析やマッピング機能

を提供 11。アッピアとユアサポは現時点では分析機能より作成支援に重点。 
○ ワークフロー統合: アッピアエンジンとユアサポ AI は Word アドイン/連携を特

徴とし、既存ワークフローへの親和性が高い 60。TOKKYO.AI と AI Samurai は独

立したプラットフォーム型。 
● セキュリティ: 

○ TOKKYO.AI:  専用プライベート環境を強調 11。 
○ AI Samurai:  Azure  OpenAI Service 利用に言及 30。詳細なポリシーは情報不足。 
○ アッピアエンジン: Azure  OpenAI Service 利用による再学習なし保証、ISMS 認

証 53。 
○ ユアサポ AI:  再学習なし、ローカル PC へのデータ保存を明記 74。 
○ 示唆: セキュリティは全社が重視しているが、アプローチは異なる。TOKKYO.AI

のプライベート環境、ユアサポ AI のローカル保存は、特に機密性を最優先する

ユーザーにとって魅力的な選択肢となり得る。アッピアエンジンは Azure の信頼

性を前面に出している。 
● NLP と精度: 全てが自然言語処理（NLP）技術を活用している 5。精度に関する主張

は各社とも高いが、客観的・独立した比較データは乏しい 35。AI Samurai は精度の進

化とバージョン管理について透明性を示し 29、アッピアエンジンは入力依存性に言及 
55。ユアサポ AI のスタイル学習は、客観的な精度とは別に、ユーザーが感じる「正

しさ」や「使いやすさ」の向上を目指すアプローチと言える。 

表 1：主要機能比較 

特徴項目 TOKKYO.AI  AI Samurai  アッピアエンジ

ン (Appia 
Engine)  

ユアサポ AI 
(Yuasa Support 
AI)  



AI コア技術 独自 AI + 外部

LLM (ChatGPT-
4o) ハイブリッ

ド 

独自 AI + 外部生

成 AI (ChatGPT
連携) ハイブリ

ッド 

外部生成 AI 
(ChatGPT 連携) 
依存、プロンプ

トチューニング 

外部生成 AI + ユ
ーザーデータに

よるファインチ

ューニング 

主要機能焦点 検索・分析・生

成・チャット・

プラットフォー

ム 

検索・審査シミ

ュレーション・

生成 

明細書ドラフテ

ィング支援（イ

ンフラ） 

パーソナライズ

された明細書ド

ラフティング支

援 

検索能力 テキスト、画

像、チャット、

セマンティック 

IP Landscape、
シミュレーショ

ン連携 

限定的（将来的

に先行技術参照

予定） 

限定的（将来的

に先行技術参照

予定） 

生成範囲 請求項、明細書

（部分/ドラフ

ト）、依頼文書 

請求項、明細書

ドラフト（約 3
分） 

請求項、明細書

（部分/ドラフ

ト）、要約書 

請求項、明細書

ドラフト（ユー

ザー文体模倣） 

主要分析機能 チャット分析、

マッピング、引

用分析 

審査シミュレー

ション、ABCD
ランク評価 

限定的（将来的

に抵触判定、

RAG 予定） 

限定的 

統合形態 Web プラットフ

ォーム 
Web プラットフ

ォーム 
クラウドサービ

ス（専用 UI）、

Word 連携（予

定） 

Microsoft Word 
アドイン 

セキュリティモ

デル 
プライベート環

境、データ非外

部化 

Azure OpenAI 
Service 利用

（詳細ポリシー

情報少） 

Azure OpenAI 
Service（再学習

なし）、ISMS
認証 

再学習なし、デ

ータローカル保

存 

独自の強み 
(USP) 

セキュアな包括

的 IP プラットフ

ォーム 

特許性予測（審

査シミュレーシ

ョン） 

弁理士向けドラ

フティング特化

インフラ 

ユーザー文体の

学習・再現（パ

ーソナライズ） 



7.2. 企業導入と ROI の比較 

● ターゲット層: アッピアエンジンは弁理士・特許事務所に強くフォーカス。ユアサポ

AI も同様だが Word アドイン形式で企業知財部にも訴求。TOKKYO.AIと AI Samurai
はより広く、企業の研究開発部門や事業開発部門、中小企業なども視野に入れてい

る。 
● ユースケース: 各社共通の先行技術調査やドラフティング支援に加え、AI Samurai は

シミュレーション、ユアサポ AI はスタイル模倣、TOKKYO.AIはマーケットプレイス

連携など、独自のユースケースを持つ。 
● 報告されている便益: 時間削減効果は各社とも大きく主張（TOKKYO.AI 90%削減事例 

8、AI Samurai 40%コスト削減/大幅時間短縮 36、アッピア/ユアサポ 50%以上削減目

標/実績 74）。品質向上（ユアサポ AI の一貫性 74）、コミュニケーション改善

（TOKKYO.AI、ユアサポ AI 20）なども挙げられる。ただし、これらの効果は主にベン

ダー提供情報や特定事例に基づく点に留意が必要である。 
● ROI エビデンス: AI Samurai は「40%コスト削減」という具体的な数値を提示し、IT

導入補助金の活用も可能である点が ROI 算出において有利 36。TOKKYO.AIやアッピ

アエンジンはフリーミアムモデルを提供し、導入の初期ハードルを下げている 7。ユ

アサポ AI は無料トライアルで事前学習機能を提供し、導入効果を具体的に試せる機

会を提供している 75。一般的に AI ツールの ROI は、ツールの利用料金に対して削減

される業務時間（人件費）で評価されることが多いが、実際の ROI は従業員の利用

率に大きく左右される 87。品質向上や市場投入期間短縮といった定性的な効果も ROI
に貢献するが、数値化は難しい 13。 

表 2：導入と ROI の概要比較 

特徴項目 TOKKYO.AI  AI Samurai  アッピアエンジ

ン (Appia 
Engine)  

ユアサポ AI 
(Yuasa Support 
AI)  

主要ターゲット 弁理士、企業知

財/R&D、大学、

新規事業 

大企業、中小企

業、スタートア

ップ、弁理士 

弁理士、特許事

務所実務家 
弁理士、特許事

務所、企業知財

部 

主要ユースケー

ス 
検索、分析、生

成支援、チャッ

ト、プラットフ

ォーム連携 

検索、審査シミ

ュレーション、

生成支援 

明細書ドラフテ

ィング、案件管

理 

パーソナライズ

された明細書ド

ラフティング 



主張される削減

効果 
時間 90%削減

（依頼文書事

例）、プロセス

50%短縮事例 

コスト最大

40%、時間大幅

短縮

（9.5h→1.2h 事

例） 

時間大幅削減目

標 
時間約 50 %削減

（最大 80 %可能

性） 

主張される質的

効果 
レポート品質向

上、コミュニケ

ーション改善 

中小/スタートア

ップ支援、効率/
品質向上 

品質/一貫性向

上、案件管理効

率化 

品質均一化、コ

ミュニケーショ

ン改善、承認プ

ロセス迅速化 

価格モデル フリーミアム、

サブスクリプシ

ョン、キャンペ

ーン価格 

サブスクリプシ

ョン、サービス

（Slash）、補助

金対象 

フリーミアム、

サブスクリプシ

ョン 

要問合せ、無料

トライアル（事

前学習込） 

特筆すべき ROI
要因 

低価格帯の可能

性、広範な機能

による価値 

具体的なコスト

削減主張、IT 導

入補助金 

弁理士特化によ

る高い業務適合

性 

スタイル再現に

よる修正工数削

減、Word 統合

の容易さ 

7.3. 評判とユーザーエクスペリエンスの比較 

● 専門家からの評価: AI Samurai は弁理士による評価実験 40 や創業者自身のバックグラ

ウンド 48、アッピアエンジンは弁理士主導の開発 59 やユーザー会 54 を通じて、専門

家コミュニティとの接点が比較的強い。TOKKYO.AIは弁理士向け機能（検索、レポ

ート）を提供 16。ユアサポ AI は弁理士からの肯定的な声を紹介している 74。 
● 使いやすさ（ユーザビリティ）: アッピアエンジンとユアサポ AI は、それぞれクラウ

ド UI と Word アドインという形で、ターゲットユーザーの既存ワークフローへの統

合や親和性を重視している 60。TOKKYO.AIはモダンな UI をアピールし、レガシーシ

ステムからの移行を促している 20。AI Samurai は初期の UI 課題を認識し、改善に取

り組んできた経緯がある 1。 
● 信頼性と正確性: AI 導入における信頼性の課題 1 に対し、各社は異なるアプローチで

信頼構築を図っている。TOKKYO.AIはセキュリティブランディング 11、AI Samurai
は法的確認や評価実験 33、アッピアエンジンは弁理士コミュニティとの連携 54、ユア

サポ AI はパーソナライズと厳格なデータポリシー 74 を強調している。これらの戦略

の有効性は、ユーザーが何を最も重視するか（データ漏洩リスク、出力品質、ワーク



フローへの適合性など）によって異なると考えられる。AI Samura i とアッピアエン

ジンが AI の精度変動や入力依存性に言及している点 29 は、現実的な期待値を設定す

る上で重要である。 
● 費用対効果: 各サービスの価格設定（表 2 参照）と提供される機能・効果を比較検討

する必要がある。AI Samurai の補助金活用、TOKKYO.AI やアッピアエンジンのフリ

ーミアムプランは、導入コストを抑えたいユーザーにとって魅力的である。 

8. 市場ポジショニングと将来展望 
8.1. 競争環境分析 

4 つのサービスは、それぞれ異なる強みと焦点を持つことで、市場内で独自のポジション

を築こうとしている。 

● TOKKYO.AI:  セキュアな環境下での包括的な IP インテリジェンスプラットフォーム

を目指す。検索、分析、生成、チャット、マーケットプレイスなど広範な機能を持

ち、大企業から研究機関まで幅広い層をターゲットとする。 
● AI Samurai:  特許性の予測的評価（審査シミュレーション）を核とし、検索・生成機

能も備える。中小企業やスタートアップへのアクセス支援にも力を入れ、「知財立国

の再興」というビジョンを掲げる。 
● アッピアエンジン: 弁理士・特許事務所の明細書作成業務に特化した「インフラ」と

しての地位確立を目指す。外部 AI を活用し、ワークフロー最適化と UI/UX に注力。 
● ユアサポ AI: ユーザー固有の文体学習による「パーソナライズ」と Word アドインに

よる「低導入障壁」、そして「厳格なセキュリティ」を特徴とする。特許事務所や企

業知財部をターゲットとする。 

これらのポジショニングには重複も見られる。例えば、ユアサポ AI のスタイル学習機能

は、アッピアエンジンが計画する RAG 機能と競合する可能性がある。また、TOKKYO.AI
の ChatTokkyo による分析機能は、AI Samurai のシミュレーション機能と、目的は異な

るものの、戦略的意思決定支援という点で比較対象となり得る。 

8.2. 将来の開発計画 

各社は、サービスの機能強化や適用範囲拡大に向けた開発ロードマップを持っている。 

● TOKKYO.AI:  継続的な AI 技術（特に LLM）のアップデートと機能改善が見込まれ

る。プラットフォームとしての機能拡充も継続される可能性が高い。 
● AI Samurai:  GPT 技術のさらなる活用による機能強化（図面解読、技術アドバイスな

ど）が示唆されている 30。戦略支援機能の深化も考えられる。 
● アッピアエンジン: 短期的には校正機能、中間処理対応機能、UI 刷新を予定。中長期



的には RAG による文体学習、抵触判定機能、意匠・商標分野への展開、海外展開を

視野に入れている 53。 
● ユアサポ AI:  図面や先行技術文献の参照機能統合、多言語対応による外国出願支援、

そして知財戦略全体をサポートするプラットフォームへの進化を目指している 75。 

これらの開発計画は、各社が目指す戦略的方向性を示唆している。ドラフティング支援を

深掘りする方向（アッピアエンジンの中間対応など）、分析能力を強化する方向（AI 
Samurai の GPT 活用）、適用範囲を広げる方向（アッピアの意匠・商標展開、ユアサポ

の多言語対応）、そしてより包括的なプラットフォームを目指す方向（TOKKYO.AI、ユア

サポ AI）など、多様な進化の道筋が見られる。市場は今後、エンドツーエンドのソリュ

ーションを提供するプレイヤーと、特定のニッチ分野で卓越した専門特化型ツールを提供

するプレイヤーが共存・競争する形で発展していく可能性がある。 

8.3. 業界全体の動向と課題 

AI による特許文書作成支援分野は、急速な技術進歩と市場ニーズの高まりを背景に、活

発な動きを見せているが、同時にいくつかの重要な課題にも直面している。 

● AI 技術の進化: 大規模言語モデル（LLM）の能力向上、マルチモーダルモデル

（LMM：テキスト、画像、音声などを扱えるモデル）の登場、RAG（検索拡張生

成）技術の普及、そして将来的な汎用人工知能（AGI）の可能性などが、特許業務の

あり方に大きな影響を与え続けている 90。外部 AI（特に ChatGPT）をセキュアなプ

ラットフォーム（Azure など）経由で利用する形態が一般的になりつつある。 
● 導入の推進要因: 業務効率化、コスト削減、品質の安定化・向上、戦略的インサイト

の獲得、専門人材不足の補完などが、AI ツール導入の主な動機となっている 27。 
● 導入の障壁: 

○ コスト: 初期投資や継続的な利用料 38。 
○ 信頼性・精度: AI の出力に対する不信感、ハルシネーション（誤情報生成）のリ

スク、客観的な精度評価の難しさ 1。 
○ セキュリティ・機密性: 発明情報という極めて機密性の高いデータを扱うことへ

の懸念 11。 
○ 統合の複雑さ: 既存システムやワークフローへの統合、導入後の利用定着の難し

さ 96。 
○ 人間による監督の必要性: AI はあくまで支援ツールであり、最終的な判断や品質

保証には専門家のレビューが不可欠であること 97。 
○ 法的・倫理的課題: AI が生成した発明の権利帰属、弁理士法などの業法遵守、著

作権侵害リスクなど 33。 
● 知財専門家の役割の変化: AI の普及により、単純な検索や定型的な文書作成といった



ルーチンワークは自動化され、専門家はより戦略的な分析、複雑な法的判断、AI ツ
ールの効果的な活用・管理、プロンプトエンジニアリング、最終的な品質保証といっ

た、より高度な業務にシフトしていくことが予想される 89。これに伴い、新たなスキ

ルセットの習得が求められる。 
● 市場のダイナミクス: 国内外で多数のプレイヤーが参入しており 4、競争が激化して

いる。資金調達力 47 が企業の成長を左右する要因の一つとなる。将来的には市場の

再編・統合が進む可能性もある。日本市場特有の課題として、国内特許出願件数の減

少傾向も挙げられる 2。 
● 人間と AI の協働の重要性: 分析対象とした情報全体を通じて、AI は現時点では人間

の専門家を完全に代替するものではなく、その能力を増強するツールとして位置づけ

られていることが一貫して示唆されている。ツールの効果的な活用は、人間と AI が
いかにうまく協働できるかにかかっている。チャットインターフェース、編集機能、

スタイル学習といった機能は、この協働をより円滑にするための工夫と言える。AI
を使いこなす能力が、今後の知財専門家にとって必須のスキルとなることは間違いな

い 7。 
● セキュリティとコンプライアンスの必須要件化: 機密性の高い発明情報を扱う AI ツ

ールにとって、堅牢なセキュリティ対策と関連法規（弁理士法など）の遵守は、もは

や差別化要因ではなく、市場で受け入れられるための最低限の必須要件（テーブルス

テークス）となっている。各ベンダーがセキュリティやコンプライアンスへの取り組

みを強くアピールしているのは 11、リスクに敏感な法務・知財分野での導入障壁を乗

り越えるために不可欠であるという認識の表れである。 

9. 結論と推奨事項 
9.1. 総括 

本レポートで分析した 4 つの AI 特許文書作成支援サービス（TOKKYO.AI、AI Samurai、
アッピアエンジン、ユアサポ AI）は、日本の知財市場において、それぞれ独自の技術的

アプローチ、機能的特徴、ターゲットユーザー、そして市場戦略を持って競争している。 

● TOKKYO.AI は、セキュリティを最重視したプライベート環境と、広範な機能を統合

したプラットフォーム戦略で、包括的な IP インテリジェンス支援を目指す。 
● AI Samurai は、特許性評価のシミュレーション機能を核に、中小企業へのアクセス

支援も行い、日本の知財力向上という大きなビジョンを追求する。 
● アッピアエンジンは、弁理士の明細書作成ワークフローに特化し、外部 AI を効果的

に活用するためのインフラ提供に注力する。 
● ユアサポ AI は、ユーザー固有の文体学習によるパーソナライズと Word アドインに

よる導入容易性、厳格なセキュリティポリシーで、質の高いドラフティング支援を目



指す。 

これらのサービスは、知財業務の効率化、コスト削減、品質向上に貢献する可能性を秘め

ているが、AI 技術の限界、セキュリティ懸念、導入・運用コスト、既存ワークフローと

の統合といった課題も存在する。市場全体としては、AI 技術の急速な進化と、それに伴

う専門家の役割変化、そして人間と AI の効果的な協働モデルの模索が進行中である。 

9.2. ユーザータイプ別推奨事項 

AI 特許文書作成支援サービスの導入を検討する際には、組織の具体的なニーズと各サー

ビスの特性を照らし合わせることが極めて重要である。以下に、想定されるユーザータイ

プ別の推奨事項を示す。 

● セキュリティと包括的な機能を最優先する大企業・研究開発部門: 
○ TOKKYO.AI:  強固な「プライベート特許検索」環境と、検索・分析・生成・チャ

ット・マッピング・マーケットプレイスといった多機能プラットフォームが適し

ている可能性がある。 
○ AI Samurai:  IP Landscape 検索や審査シミュレーション機能が、広範な調査や戦

略的な特許性評価に役立つ可能性がある。 
● 既存の Word ベースのワークフロー内でドラフティング効率を最大化したい特許事

務所・弁理士: 
○ アッピアエンジン: 弁理士のドラフティング業務に特化したクラウドインフラで

あり、専用 UI と（予定されている）中間処理対応機能などが魅力となる可能性

がある。 
○ ユアサポ AI: Word アドイン形式によるシームレスな統合と、独自の文体を学

習・再現する機能が、修正工数の削減と品質維持に貢献する可能性がある。 
● コストを抑えつつ AI サポートを導入したい中小企業・スタートアップ: 

○ AI Samurai:  IT 導入補助金の対象であり、専門家代行サービス「AI Samurai 
Slash」も提供されているため、導入のハードルが低い可能性がある。 

○ TOKKYO.AI / アッピアエンジン: 機能制限付きの無料プランを提供しており、初

期投資なしで試用を開始できる。 
● AI が出力する文書のスタイルや表現にこだわりがあり、自身の（または事務所の）

スタイルを維持したいユーザー: 
○ ユアサポ AI: ユーザー固有の文体を学習する機能が、このニーズに最も直接的に

応える可能性がある。 
● 出願前の特許性について、予測的な評価情報を得たいユーザー: 

○ AI Samurai:  ABCD ランク評価を含む「審査シミュレーション」機能が、この目

的に特化した独自の価値を提供する。 



9.3. 全般的なアドバイス 

AI 特許文書作成支援ツールの導入は、単なるソフトウェア導入ではなく、業務プロセス

や働き方そのものを見直す機会でもある。以下の点を考慮し、慎重に進めることが推奨さ

れる。 

1. 徹底的な評価: 各サービスの無料トライアル 75 やデモンストレーション 9 を積極的に

活用し、自社の実際の業務やデータを用いて機能、使いやすさ、出力品質を評価す

る。 
2. ニーズとの整合性: 自社のワークフロー、セキュリティ要件（データの取り扱いポリ

シー）、予算、そして最も効率化・高度化したい業務領域を明確にし、それに最も合

致するサービスを選択する。 
3. AI の限界の理解: 現状の AI は万能ではなく、特に専門的な判断や最終的な品質保証

には人間の専門家の介在が不可欠であることを認識する 97。AI を「共同作業者」と

して捉え、その強みを活かし、弱点を補う運用体制を構築する。 
4. 継続的な学習と適応: AI 技術は日進月歩であり、ツールも頻繁にアップデートされ

る。導入後も最新情報を収集し、効果的な活用方法（プロンプトエンジニアリングな

ど）を学び、変化に適応していく姿勢が重要である。 
5. セキュリティとコンプライアンスの確認: ベンダーが提供するセキュリティ対策やデ

ータ利用ポリシー、関連法規（弁理士法など）への準拠状況を十分に確認し、自社の

基準を満たしていることを確認する。 

AI 技術は知財業務に革命をもたらす可能性を秘めているが、その恩恵を最大限に引き出

すためには、技術への理解、慎重なツール選定、そして人間と AI の効果的な協働体制の

構築が不可欠である。 
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41. 特許評価 AI システム“AI Samurai”の創業者白坂氏に聞く ..., 4 月 11, 20 25 にアクセ

ス、 https://xtech.mec.co.jp/articles/2763 
42. AI Samurai は、令和 6 年度 第 16 回千代田ビジネス大賞の優秀賞を獲得しました。 

-  PR TIMES, 4 月 11, 20 25 にアクセス、 
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/0 0 0 0 0 0 266.0 0 0 0 21559.html 

43. (株)AI Samurai は、生成 AI と反復プロンプトにより特許文書作成に革命をもたらし

ます！, 4 月 11, 20 25 にアクセス、 
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/0 0 0 0 0 0 264.0 0 0 0 21559.html 

44. AI 知財革新セミナー「特許業界、激震！生成 AI 特許権侵害訴訟の展望 ..., 4 月 11, 
20 25 にアクセス、 https://prtimes.jp/main/html/rd/p/0 0 0 0 0 0 265.0 0 0 0 21559.html 

45. CTO 三上がメモする AI Samurai への道 vol.1 -  note , 4 月 11, 20 25 にアクセス、 
https://note .com/aisamurai/n/n6e3898c171c7 

46. AI Samurai の紹介 -  LEGAL TECH INDEX, 4 月 11, 20 25 にアクセス、 
https://www.legal- tech.jp/20 21/0 1/31/239/ai-
samurai%E3%81%AE%E7%B4%B9%E4%BB%8B.html 

47. （株）AI Samurai が 4.7 億円の資金調達を実施 | 特許申請支援システムの「株式会

社 AI Samurai」, 4 月 11, 20 25 にアクセス、 
https://aisamurai.co.jp/20 19/0 7/31/%EF%BC%88%E6%A0 %AA%EF%BC%89ai-
samurai%E3%81%8C4-
7%E5%84%84%E5%86%86%E3%81%AE%E8%B3%87%E9%87%91%E8%AA%BF%E9
%81%94%E3%82%92%E5%AE%9F%E6%96%BD/ 

48. 特許調査への AI 導入、知財業務の DX 化を検討されている方々に向け ..., 4 月 11, 
20 25 にアクセス、 https://prtimes.jp/main/html/rd/p/0 0 0 0 0 0 195.0 0 0 0 21559.html 

49. 株式会社 AI Samurai 社は新経営体制を発足します。, 4 月 11, 20 25 にアクセス、 
https://aisamurai.co.jp/20 22/12/18/new-management-system/ 

50. 特許調査への AI 導入、知財業務の DX 化を検討されている方々に向けて、AI 
Samurai の活用事例やホワイトペーパーなどの情報公開ページを開設しました。 -  
ASCII.jp , 4 月 11, 20 25 にアクセス、 https://ascii.jp/e lem/0 0 0 /0 0 4/0 42/40 42385/ 

51. レポート「AI vs 弁理士 商標調査対決」—法と実務のプロは AI にどう勝ったのか | 
クラウドサイン, 4 月 11, 20 25 にアクセス、 
https://www.cloudsign.jp/media/20 1910 11-aivspatentlawyer1st/ 

52. 特許実務における生成 AI の活用シーンとは -  Smart- IP, 4 月 11, 20 25 にアクセス、 
https://smart- ip .jp/blog/0 0 6 

53. 特許明細書作成システム appia-engine、ChatGPT 連携機能を ..., 4 月 11, 20 25 にア

クセス、 https://prtimes.jp/main/html/rd/p/0 0 0 0 0 0 0 16.0 0 0 10 2158.html 
54. ChatGPT 搭載の特許明細書作成サービス「appia-engine」, 4 月 11, 20 25 にアクセ

ス、 https://yorozuipsc.com/blog/chatgptappia-engine  
55. appia-engine に生成 AI 機能を搭載した｜湯浅竜 -  note , 4 月 11, 20 25 にアクセス、 

https://note .com/ryu_yuasa/n/nca0 92dd6340 1 
56. 「知財業務の新時代を切り開く DX とは」 経営メンバー4 人に問う ..., 4 月 11, 20 25

にアクセス、 https://www.tokkyo.ai/tokkyo- inte rview/smart- ip/ 
57. 新サービス「appia-engine」による、特許明細書作成の DX 化 -  発明 ..., 4 月 11, 

https://xtech.mec.co.jp/articles/2763
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000266.000021559.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000264.000021559.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000265.000021559.html
https://note.com/aisamurai/n/n6e3898c171c7
https://www.legal-tech.jp/2021/01/31/239/ai-samurai%E3%81%AE%E7%B4%B9%E4%BB%8B.html
https://www.legal-tech.jp/2021/01/31/239/ai-samurai%E3%81%AE%E7%B4%B9%E4%BB%8B.html
https://aisamurai.co.jp/2019/07/31/%EF%BC%88%E6%A0%AA%EF%BC%89ai-samurai%E3%81%8C4-7%E5%84%84%E5%86%86%E3%81%AE%E8%B3%87%E9%87%91%E8%AA%BF%E9%81%94%E3%82%92%E5%AE%9F%E6%96%BD/
https://aisamurai.co.jp/2019/07/31/%EF%BC%88%E6%A0%AA%EF%BC%89ai-samurai%E3%81%8C4-7%E5%84%84%E5%86%86%E3%81%AE%E8%B3%87%E9%87%91%E8%AA%BF%E9%81%94%E3%82%92%E5%AE%9F%E6%96%BD/
https://aisamurai.co.jp/2019/07/31/%EF%BC%88%E6%A0%AA%EF%BC%89ai-samurai%E3%81%8C4-7%E5%84%84%E5%86%86%E3%81%AE%E8%B3%87%E9%87%91%E8%AA%BF%E9%81%94%E3%82%92%E5%AE%9F%E6%96%BD/
https://aisamurai.co.jp/2019/07/31/%EF%BC%88%E6%A0%AA%EF%BC%89ai-samurai%E3%81%8C4-7%E5%84%84%E5%86%86%E3%81%AE%E8%B3%87%E9%87%91%E8%AA%BF%E9%81%94%E3%82%92%E5%AE%9F%E6%96%BD/
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000195.000021559.html
https://aisamurai.co.jp/2022/12/18/new-management-system/
https://ascii.jp/elem/000/004/042/4042385/
https://www.cloudsign.jp/media/20191011-aivspatentlawyer1st/
https://smart-ip.jp/blog/006
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000016.000102158.html
https://yorozuipsc.com/blog/chatgptappia-engine
https://note.com/ryu_yuasa/n/nca092dd63401
https://www.tokkyo.ai/tokkyo-interview/smart-ip/


20 25 にアクセス、 https://www.hatsumei.co.jp/seminar/t-240 912140 0 / 
58. （第１７６回）知財実務オンライン：「スマートドラフティングシステム「appia-

engine」で実現する新しい明細書作成のあり方」（ゲスト -  YouTube , 4 月 11, 20 25
にアクセス、 https://www.youtube .com/watch?v=ZWzecvhDXKA 

59. appia-engine  アッピアエンジン｜明細書作成業務を効率化する ..., 4 月 11, 20 25 に

アクセス、 https://appia-engine .com/ 
60. 特許明細書作成システム appia-engine、大幅アップデート ... -  Smart- IP, 4 月 11, 

20 25 にアクセス、 https://smart- ip .jp/news/20 240 624  
61. 特許明細書作成システム appia-engine、大幅アップデートのお知らせ -  PR TIMES, 4

月 11, 20 25 にアクセス、 
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/0 0 0 0 0 0 0 14.0 0 0 10 2158.html 

62. 生成 AI を活用した特許明細書作成支援サービスの比 較分析, 4 月 11, 20 25 にアクセ

ス、 
https://yorozuipsc.com/uploads/1/3/2/5/132566344/afda4e5890 dd44cb3562.pdf 

63. 特許明細書作成システム appia-engine、ChatGPT 連携機能をリリース, 4 月 11, 
20 25 にアクセス、 https://vision0 0 .jp/topic/9433/ 

64. Smart- IP が「appia-engine  ve r.ローマ（β 版）」を ... -  PR TIMES, 4 月 11, 20 25 に

アクセス、 https://prtimes.jp/main/html/rd/p/0 0 0 0 0 0 0 11.0 0 0 10 2158.html 
65. 生成 AI を活用した 特許明細書作成の現在地, 4 月 11, 20 25 にアクセス、 

https://www.jba.or.jp/2410 28_2.pdf 
66. 料金 | 明細書作成業務を効率化するスマートドラフティングシステム ..., 4 月 11, 

20 25 にアクセス、 https://appia-engine .com/price  
67. Smart- IP, 4 月 11, 20 25 にアクセス、 https://smart- ip .jp/ 
68. Recruit  -  Smart- IP 株式会社, 4 月 11, 20 25 にアクセス、 https://smart-

ip .jp/recruit/inte rn 
69. Smart- IP 社 創業記 その１０ ～β 版のプロダクト開発～｜湯浅竜 -  note , 4 月 11, 

20 25 にアクセス、 https://note .com/ryu_yuasa/n/n1a2b844af6b9 
70. 20 24 知財・情報フェアで「appia-engine」をお披露目してきました ..., 4 月 11, 

20 25 にアクセス、 https://note .com/ryu_yuasa/n/n17262670 a2b3 
71. 湯浅 竜 -  IPTech 弁理士法人, 4 月 11, 20 25 にアクセス、 

https://iptech.jp/jim/member/yuasaryu 
72. AI で知財業務が変わる！ 先行するリーガルテックの最新状況と知財業務への浸透と

これから, 4 月 11, 20 25 にアクセス、 http://www.ip-
edu.org/renke iseminer20 230 823 

73. 利用規約 | 明細書作成業務を効率化するスマートドラフティング ..., 4 月 11, 20 25 に

アクセス、 https://appia-engine .com/te rms 
74. ユアサポ AI | 生成 AI で特許出願書類作成の時間を大幅削減 | 請求項 ..., 4 月 11, 20 25

にアクセス、 https://yoursup.co.jp/ 
75. 生成 AI を活用した特許出願書類作成ツール『ユアサポ AI』が登場 ..., 4 月 11, 20 25

にアクセス、 https://news.3rd- in.co.jp/article /7cb610 26-15b2-11f0 -bd50 -
9ca3ba0 83d71 
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76. 特許出願書類作成を生成 AI で効率化、Word アドイン『ユアサポ AI ..., 4 月 11, 
20 25 にアクセス、 https://prtimes.jp/main/html/rd/p/0 0 0 0 0 0 0 0 8.0 0 0 0 49990 .html 

77. ユアサポ AI -  Microsoft AppSource , 4 月 11, 20 25 にアクセス、 
https://appsource .microsoft.com/zh-
cn/product/office /wa20 0 0 0 8390 ?tab=overview 

78. ユアサポ AI -  Microsoft AppSource , 4 月 11, 20 25 にアクセス、 
https://appsource .microsoft.com/fr-
fr/product/office /WA20 0 0 0 8390 ?tab=Overview 

79. ユアサポ AI -  生成 AI で特許明細書作成を効率化, 4 月 11, 20 25 にアクセス、 
https://yoursup.co.jp/company 

80. 法務分野を効率化するリーガルテックスタートアップ 5 選 ..., 4 月 11, 20 25 にアク

セス、 https://kepple .co.jp/articles/9-qhlfgg22v9 
81. XTech Ventures 株式会社, 4 月 11, 20 25 にアクセス、 https://www.xtech-

ventures.co.jp/ 
82. PORTFOLIO -  ANOBAKA, 4 月 11, 20 25 にアクセス、 https://anobaka.jp/portfolio/ 
83. ユアサポ AI -  生成 AI で特許明細書作成を効率化, 4 月 11, 20 25 にアクセス、 

https://yoursup.co.jp/privacy 
84. 利用規約 | ユアサポ AI | 生成 AI で特許出願書類作成の時間を大幅削減, 4 月 11, 20 25

にアクセス、 https://yoursup.co.jp/te rms  
85. サマリア､Appia-engine、AI Samurai、Axelidea、AI 孔明, 4 月 11, 20 25 にアクセ

ス、 https://yorozuipsc.com/blog/appia-engineai-samuraiaxe lideaai 
86. 特許検索に AI は効果的？調査の概要や LLM を活用するメリット、導入事例を徹底

解説！, 4 月 11, 20 25 にアクセス、 https://ai-marke t.jp/technology/llm-
patent_search/ 

87. ROI 約 120％は堅い？生成 AI 活用の中身、超重要な「PoC で終わる問題」を突破

する方法, 4 月 11, 20 25 にアクセス、 https://www.sbbit .jp/article /sp/148353 
88. 企業は何を軸に生成 AI の ROI を整理するべきか, 4 月 11, 20 25 にアクセス、 

https://graffe r-aistudio.jp/blog/roi-genai-guide  
89. 生成 AI を活用した知財戦略の策定方法, 4 月 11, 20 25 にアクセス、 

https://yorozuipsc.com/299832510 4ai124342796329992123751238330 693360 0 1251
2630 0 53123983157423450 260 4127861.html 

90. WIPO の生成 AI に関する特許出願動向レポートの概要 -  株式会社 IP アドバイザリ

ー, 4 月 11, 20 25 にアクセス、 https://ipadvisory.co.jp/wipogenai/ 
91. 特許庁が公表した「AI を利活用した創作の特許法上の保護の在り方 ..., 4 月 11, 20 25

にアクセス、 https://www.yuasa-hara.co.jp/lawinfo/5227/ 
92. AI はビジネスに活用できる？効果や活用例、導入時の注意点も紹介 -  侍エンジニア, 

4 月 11, 20 25 にアクセス、 https://www.se juku.ne t/blog/236769 
93. 生成 AI の活用事例 20 選｜国内企業の成功例・使い方ポイントも解説 -  

FirstContact, 4 月 11, 20 25 にアクセス、 https://first-contact.jp/blog/article /vitalify-
gai-case / 

94. AI のメリットと具体例とは？デメリットと解決策もご紹介, 4 月 11, 20 25 にアクセ

ス、 https://licensecounte r.jp/azure /blog/azure -basic-knowledge /ai-merit-
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demerit.html  
95. AI 経営とは？概要やメリット・デメリット、活用事例を紹介 | マネーフォワード ク

ラウド会社設立, 4 月 11, 20 25 にアクセス、 
https://biz.moneyforward.com/establish/basic/680 45/ 

96. 生成 AI の最新トレンドと研修事例公開-企業の AI 活用が「成果につながらない理

由」とは？ 成功への鍵は“使いこなす力”にあった -  BIGLOBE ニュース, 4 月 11, 
20 25 にアクセス、 
https://news.biglobe .ne .jp/economy/0 410 /prt_250 410 _45581460 41.html 

97. 【生成 AI 書いて出し】弁理士が AI に仕事を奪われる世界 -  note , 4 月 11, 20 25 に

アクセス、 https://note .com/daisuke16/n/n8af40 af124b5?sub_rt=share_pb  
98. 『生成 AI を活用した特許明細書の書き方』(OpenAI o1 版), 4 月 11, 20 25 にアクセ

ス、 
https://yorozuipsc.com/uploads/1/3/2/5/132566344/95aa4785bfbc6b35a67f.pdf 

99. 米国特許庁関連実務での AI ツール使用に関するガイダンスを発行, 4 月 11, 20 25 に

アクセス、 https://www.fukamipat.gr.jp/region_ip/11777/ 
100. AI に関する発明の権利化に関する特許適格性の問題とその解決方法 -  Open Legal 

Community, 4 月 11, 20 25 にアクセス、 https://openlegalcommunity.com/patent-
e ligibility- issue -and-solutions- for-ai- inventions/ 

101. 生成 AI 進化が変える 20 25 年の日本企業の知財業務, 4 月 11, 20 25 にアクセス、 
https://yorozuipsc.com/uploads/1/3/2/5/132566344/470 0 87ddb76a0 75a4220 .pdf 

102. 知的財産推進計画 20 25 に向けた取組等について -  経済産業省, 4 月 11, 20 25 にア

クセス、 
https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/chiteki_zaisan/fuse i_kyoso/pdf/0 26_0 4_
0 0 .pdf 

103. 【知財テック】「生成 AI で日常化される知財～特許 AI ツールで強化するソフト

パワー」 -  YouTube , 4 月 11, 20 25 にアクセス、 
https://www.youtube .com/watch?v=xngXNz8tC-o  

104. 知財業務への AI エージェントの進化予測について｜川上 成年 / chizai designer -  
note , 4 月 11, 20 25 にアクセス、 https://note .com/ip_design/n/nd13fd85dfd7d  

105. 生成 AI 知財 特許調査 書籍 -  技術情報協会, 4 月 11, 20 25 にアクセス、 
https://www.gijutu.co.jp/doc/b_2292.htm  

106. 法務・知財が得意な AI 会社・AI サービス一覧, 4 月 11, 20 25 にアクセス、 
https://ai-marke t.jp/categ/legal/ 

107. 20 24 年現在で存在する AI 特許ドラフティングツール -  Open Legal Community, 4
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